
2012～2013年度 No.1

第 　 ３　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

阿久津地区ガバナー ○ 塩月第２副地区ガバナー GLT　L瀬尾正弘

○  L戸部研一　委員長 ○  L坪谷茂　副委員長 ○  L 茅島純一 副委員長

○  L 池田謙司　副委員長 ○  L古川竜也　副委員長  L溝口文穂   委員

○  L西澤隆廣  委員 ○  L芳賀英紀   委員 ○  L橋本隆夫    委員

○  L鹿野祥誠   委員 ○  L渡邊滋   委員 ○  L小森俊哉    委員

 L氣谷昌代 委員 ○  L手塚利行   委員  L柿澤美貴   委員

○  L小野隆子    委員  L中村三奈   委員 ○  L野坂貢一   委員

○  L志村昭   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

1

2 第２副地区

3 委員長　L戸部研一

4 副委員長　L坪谷　茂

5 副委員長　L茅島純一

6 委員長　L戸部研一

7 下記参照

8

9

議　　　題

ア）

イ）

ウ）

エ）

作　成　者

ガバナー　L塩月藤太郎第２副地区ガバナー挨拶

下記参照

副委員長　L池田謙司

開　会

委員長挨拶

出席者・欠席者　定足数の確認

配布資料の確認

議事録作成者の指名

議　事

　Ｌ 古川竜也

2012年　9月　14日　金曜日　15時45分　～　17時30分

副委員長　L坪谷　茂

次回開催日時
　　　　　　場所 キャビネット事務局　会議室

当日の役割分担について

当日の備品について

準備作業について

議事項目

「第１回青年アカデミー　メンバー交流会」について

次回委員会開催予定

委　員　会　報　告

司会・進行　：　副委員長　L坪谷　茂

　２０１２年　８月　２０日　金曜日　　　　　１５時４５分　～　１７時３０分

キャビネット事務局　大会議室

　出席オブザーバー

青年アカデミー委員会

 L　戸部研一

出　席　者

次　　　第

閉　会
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イ）

・
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・ まとまった集計結果をアップロードして公開　→　茅島副委員長

・
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・

・

・

・

・

・

エ）

・

配布資料　→　坪谷副委員長が作成

委員会メンバーは17:00集合とする。

当日の役割分担について。

議事内容の概要

参加者名簿（受付用）　→　古川副委員長がソートして作成

委員もグループセッションに参加して円滑な運営を図る。

ディスカッション内容の発表を各グループ3分以内で行なう。

8月24日（金） 13：30～17：30　備品・資料・袋づめなどを事務局で行なう

以　上

準備作業について

・　多くのメンバーの交流を実現するよう、委員が率先して席の交換をうながす。

懇親会について茅島副委員長より説明。

・　懇親会場：星夜の宴 / 最大で90名を収容　交流会場から徒歩5分圏内

ネームプレート　→　古川副委員長が作成（委員会メンバーは胸章を持参）

蛍光ペン　→　キャビネット事務局の備品を使用

議　　　題

ディスカッション交流メモを回収し、集計結果を地区HPやFacebookにて公開する。

当日の備品について

受付 ： 6名 / 一階エレベーター前案内：2名 / 会場設営・原状復帰：4～5名

集計結果の資料をまとめる　→　古川副委員長

委員よりディスカッションテーマの内容についての意見があり、項目を検討。

※　「各クラブ例会に関しての状況」　の項目を追加してはどうか？

領収書　→　交流会のみ：1,000円　通し参加：5,000円 を分けて作成（井澤局員）

・　席次は交流会のグループと同じにする。

話し合ってもらった議題に関しては結論がなくてもよい。

※　「青年アカデミー委員会に望むこと」　の項目を追加してはどうか？

No.2

参加メンバーを8名程度にグループ分けし、ディスカッションを行なってもらう。

テーマを4つに設定するが、全グループが同じテーマで話さないよう調整する。

各グループ内で意見交換の形で進めてもらう。

グループは同じクラブのメンバーが固まらないように配置。

多くのメンバーと知り合える機会が提供できるよう配慮する

「第１回青年アカデミー　メンバー交流会」について

参加状況　→　現時点で登録が51名となった。以降の動員は必要としない。

「交流会」次第及び概要・進行について、資料をもとに坪谷副委員長が説明。


